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1 はじめに
2017年3月、学習指導要領等の改訂が告示され、

2018年4月から施行されることになった。今回の
改訂で注目される点は、2020年から小学校にプロ
グラミング教育が導入されることであろう。現行
幼稚園教育要領の解説では「なお、テレビやコン
ピュータなど情報機器の利用は、幼児に新しい世
界を開き、生活を豊かにするが、一方で、心身の
健やかな育ちに少なからず好ましくない影響を与
えることもある。このことに配慮するとともに、
幼児期の発達のためには直接体験が重要であるこ
とも踏まえながら、必要に応じて情報を選択し、
活用していくようにすることが大切である」1）と
指摘されている。
今回改訂される幼稚園教育要領においても、指

導計画の作成上の留意事項の一つに「幼児期は直
接的な体験が重要であることを踏まえ、視聴覚教
材やコンピュータなど情報機器を活用する際には、
幼稚園生活では得難い体験を補完するなど、幼児
の体験との関連を考慮すること」2）が挙げられて
いる。保幼小連携の強化という流れを考え合わせ
ると、幼児教育においてもプログラミングの思考
につながるような活動が想定されるかもしれない。
そこで、幼稚園教育要領の改訂を機に、幼児教

育におけるメディア活用に関する研究が国内でど
のように推移してきたかを文献から概観し、特に

幼児によるメディア活用に焦点をあてる。

1．1 メディア
メディアとは「媒体。手段。特に、新聞・雑誌。
テレビ・ラジオなどの媒体」3）を意味するが、近
年では急速に普及してきたコンピュータ、イン
ターネット、スマートフォン等の電子情報機器類
も含んでいる。幼児教育・保育の現場では、すで
にテレビやビデオ、DVD等が利用されており、
さらにコンピュータやタブレットも導入されつつ
ある。本稿では、幼児教育におけるメディアとし
て電気電子機器類を対象とする。

1．2 幼児教育におけるメディア活用
堀田は幼児教育におけるメディア活用を以下の
ように大別して解説している4）。
（1）園務を効率的に処理するための保育者のメ
ディア活用
（2）保育のねらい達成を支援するための保育者
のメディア活用
（3）メディアに親しみ、遊びを広げるための幼
児のメディア活用
（1）では、保育者のパソコン利用率は2008年
度94．3％で、パソコンは保育者の資質に不可欠な
メディアであるとしている。（2）では、2009年
度のビデオ利用率28．1％、デジタルカメラ19．1％、
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オーディオ14．7％、テレビ10．9％、以下スライド、
OHP、インターネットと続き、パソコン利用率
は5．0％に止まるという。（3）では、幼児のパソ
コン利用率は2008年度4．9％で、試行錯誤の段階
であるとしている。
小平は「近年は、幼稚園や保育所でも ICT環

境が整い始めたが、小学校以上のように、国の『教
育の情報化』計画に組み込まれていないこともあ
り、保育への新規メディアの導入には慎重な傾向
がみられる」5）と指摘する。

1．3 対象文献の収集
文献の収集に国立情報学研究所学術情報ナビ

ゲータ（CiNii）を利用した。検索キーワードと
して「幼児教育」「保育」「メディア」「情報メディ
ア」「情報機器」「情報教育」「情報リテラシー」
「プログラミング」を適宜かけ合わせて、全文が
入手できる文献を収集した。先行研究の文献リス
トも参照した。
情報教育、情報リテラシーというキーワードに

よって、保育者養成校における情報教育に関する
文献が抽出された。幼児教育・保育の現場に直結
する研究であると考えられたので含めた。エッセ
イ、他資料からの抜粋、シンポジウム概要を除外
した。対象を幼児教育の現場及び保育者養成校と
していない文献を除外した。幼児教育において、
絵本は重要なメディアの一つ6）であり、紙芝居も
同様であるが、本稿で対象とする電気電子機器類
ではないので除外した。
結果として、157編の文献を収集した（収集文
献として本稿末尾に記載）。以下では、収集文献
を参照する場合、著者名と発行年のみ記す。

2 結果及び考察
2．1 メディア活用に関するテーマ別の研究推移
収集した文献157編を下記の研究テーマ別に分
類した。
（Ａ）幼児によるメディア活用に関する研究
（Ｂ）保育者による幼児活動支援のためのメディ
ア活用に関する研究
（Ｃ）保育者による園務のためのメディア活用に
関する研究
（Ｄ）上記（Ａ）（Ｂ）（Ｃ）に係わるメディア活
用に関する包括的研究
（Ｅ）保育者養成校におけるメディア活用に関す
る研究
研究テーマ（Ａ）～（Ｅ）別に文献数の推移を
俯瞰する。収集した最初期文献の発行年が1989年
であることから、幼稚園教育要領の改訂を基準と
して1989年～1997年、1998年～2007年、2008～2017
年のほぼ10年単位で文献数を整理した。表1に
示す。
1989年～1997年と1998年～2007年を比較すると、
テーマ（Ａ）の文献数が約2倍、テーマ（Ｂ）の
文献数が約9倍に増加している。2000年前後から
パソコンが急速に普及し始めたことによると推測
される7）。2008～2017年になると、テーマ（Ａ）
の文献数、テーマ（Ｂ）の文献数ともに減少に転
じている。学会大会講演論文集等の2ページで構
成された文献を表1から除くと、表2を得る。1998
年～2007年と2008年～2017年で、テーマ（Ａ）の
文献数がほとんど変わらないことから、研究自体
は堅実に進展していると推測される。テーマ（Ｅ）
の文献数が減少していることから、保育者養成校
におけるカリキュラムの成果が上がり充実してき

表1 研究テーマ別文献数の推移：全収集文献 表2 研究テーマ別文献数の推移：学会論文誌・紀要等
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たとも推測される。
本稿では、特にテーマ（Ａ）の研究推移に焦点

をあてて検討する。

2．2 テーマ（Ａ）の研究推移
テーマ（Ａ）の対象文献は63編である。主な研
究内容によって、以下のように分類する。
①既存メディアにおける既存ソフトの活用に関す
る研究

②既存メディアにおける新規ソフトの開発・活用
に関する研究

③既存メディアにおける新規インタフェースの開
発・活用に関する研究

④新規メディアの開発・活用に関する研究

瀧川ほか（1998）は国内の保育系学会の大会論
文集を中心として1998年までの先行研究をまとめ
ている。本稿で収集した文献には他学会の文献も
含まれたので、掲載誌及び研究内容別に分類して
文献数の推移を整理した。表3に示す。表中の番
号①～④は上記の内容別を示し、それぞれに対応
する文献数を各段に示した。
日本保育学会における文献は1989年～1997年13
編、1998年～2007年11編と他学会に比して多く見
られたが、2008年～2017年では見あたらなかった。
情報処理学会における文献はすべて③と④に関す
るものであり、その専門性がよく反映されている
と考えられる。

2．3 テーマ（Ａ）におけるメディア
テーマ（Ａ）の文献において、どのようなメディ
アの活用が研究されてきたかを研究内容別①～④
に分類整理した。表4に示す。当然、急速に普及
してきたコンピュータの活用が最も多く見られる。
平本（1994・1995）によるコンピュータ、シンセ
サイザ等を用いた実践はマルチメディア8）の活用
そのものといえる。コンピュータ・ソフトとして
は描画ソフトが多く（17編）、その中12編で「キッ
ドピクス」の利用が確認された。描画ソフトの活
用は中村（2008）まで見られる。
木村ほか（2009）は聴覚障害幼児の聴覚学習プ
ログラムを開発して有効性を確認した。聴覚障害
の早期発見が可能になり早期からの補聴機器の装
用が可能になった現在、幼児に対する聴覚学習の
コンピュータ支援ソフトウェアの開発が急務であ
り重要になっているという。聴覚障害幼児にとっ
て貴重で重要な研究といえる。
塩見（2002a・2002b）によるコンピュータ、

スマートボード、プロジェクタ等を組み合わせた
インタフェース、あるいは、矢入ほか（2005）に
よるコンピュータ、タッチパネル、プロジェクタ
等を組み合わせたインタフェースの開発・活用は、
平本（1994・1995）以降の技術革新を際立たせる
マルチメディアの活用例である。大即ほか（2007
a・2010）がゲーム支援ツールの開発で利用する
RFID9）タグ、あるいは、坂東ほか（2011・2012）

表3 掲載誌別文献数の推移：テーマ（Ａ）
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がゲーム支援ツールの開発で利用するバーコード
は、幼児にとって操作しやすい入力装置であり興
味深い。
小山（2017）は、子どもたち自身の表現活動と

して「電子紙芝居のような形で子どもが作成・準
備し、発表するということも考えられる。その際、
子どもたち自身が作成した絵や造形作品をデジタ
ルカメラで撮影し、映像に合わせて子どもたちが
セリフを言いながら発表することもできるだろ
う」と述べている。幼児によるデジタル紙芝居の
制作に関する研究は収集文献には見あたらなかっ
たので、今後期待される。
プログラミングを採り上げた文献は4編ある。

福田（1989）はプログラミング言語 LOGOの教
育的意義を高く評価した。長谷川（1990）は幼児
のコンピュータ・リテラシーの一環として「書く
こと」「絵をかくこと」「プログラミング」を挙げ
て、LOGOを幼児の問題解決の道具として適切
なプログラミング言語であると評価した。白山
（2017）は、従来の文字を使うプログラミング言
語ではなく、Blocky というビジュアルブロック
を使うビジュアルプログラミング言語について比
較検討した。
堀内ほか（2012）は、幼児のストーリー・テリ
ング活動を活性化させるための自律的に動く動物
型ロボットを試作し提案した。米盛ほか（2016）

表4 テーマ（Ａ）における研究内容別によるメディア・ソフト類
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は、動物型ではないが自律的に動く四足歩行ロ
ボットと触れ合う体験をさせて、理科系分野への
興味を喚起する保育を試みた。

2．4 メディア活用における問題点と対処
幼児が最も長時間接するメディアは、現在でも

テレビだが、家庭へのスマートフォンやタブレッ
ト端末の普及が進み、幼児期からテレビ番組やイ
ンターネット動画をこれらモバイル端末で視聴す
ることも珍しくないという10）。発達著しい乳幼児
期に、このようなメディアに長時間接すると、直
接経験の矮小化、身体的運動量・活動量の低下、
人間関係の希薄化が起こると考えられている11）。
収集文献から得られた幼児教育におけるコン
ピュータ活用上の問題点と対処を表5に示す。
PC等の長時間操作による身体的影響は操作時

間を制限することでかなり解決されるが、バー
チャルな体験による精神的影響については慎重に
検討していく必要がある。大即ほか（2007b）は、
幼児が集団で PCを操作できるように、大画面
ディスプレイとタッチパネルの PC環境を用意し
た。
阿部は、現代の青少年が利用するインターネッ

トには次のような副作用があると指摘する。イン
ターネット上の情報交換は、①最新の情報を求め
たいという衝動にますます押し流されて、じっく
りと考える機会や時間を奪い、「考える力」を低
下させる可能性がある、②Web上にある情報の
ほとんどが断片的である一方、書籍や論説の形に
よって提供されてきたような体系的知識は少なく、
しかも敬遠される、③動画受信の普及と携帯電話
や携帯端末によって格段に受容する機会が増えた
ビジュアルな情報と断片化された情報とによるコ
ミュニケーションへ傾斜していくと、しだいに言
語能力が退化する恐れがある12）。現在、幼児が自
らインターネットを利用するとは考えにくいが、
家庭環境はまさにインターネットの利便性の中に
あると推測されるので、そう遠くない問題では
ある。
幼児教育におけるメディア活用に関して多くの
問題が存在するが、なかなか解決・解消に至って
いない。森田健宏ほか（2015）による乳幼児のメ
ディア使用に関する文献の結びに見られるように、
様々な学問分野の知見が積極的に融合されていく
必要があると考えられる。

表5 幼児教育におけるコンピュータ活用上の問題点と対処
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3 まとめ
本稿では、2018年からの幼稚園教育要領の改訂
を機に、幼児教育において、幼児によるメディア
活用に関する研究が国内でどのように推移してき
たかを収集文献によって概観した。本稿が対象と
した1989年から2017年の期間では、パソコンが急
速に普及し始めた2000年前後から、工学系研究者
によって幼児教育に活用するメディア自体が開発
される傾向が見られた。
最近、AI（人工知能）あるいは IoT（モノの

インターネット）といった略語がニュースの中で
ごく普通に語られるようになってきた。ロボット
も急速に進化して、産業用だけでなく一般家庭用
として登場してきている。幼児教育においても、
堀内ほか（2012）あるいは米盛ほか（2016）によ
るロボットの活用が見られた。このようなロボッ
トの研究は今後ますます増加していく傾向にある
だろうと推測される。
今回の改訂では、特に小学校からのプログラミ

ング教育の導入が注目される。「保育・幼児教育
は小学校以降の教育改革のいわば先取りをするよ
うな形で改革する必要はない」13）としても、保幼
小連携は強化されつつある。福田（1989）あるい
は長谷川（1990）による幼児対象の実践報告は見
あたらなかった。ビジュアルプログラミング言語
について比較検討した白山（2017）においても、
幼児を対象とした教育実践はまだないと推測され
る。例えば文部科学省が開発し提供しているオン
ラインツール「プログラミン」はマウスだけで操
作できる14）ので、幼児でも使える言語である。幼
児にとっては、マウスよりもペン入力デバイスが
コンピュータを操作しやすいし、さらには、タッ
チパネルのコンピュータであれば指で操作できる
ので、「プログラミン」体験はより実現されやす
くなると推測される。
今後の課題の一つとして、幼児を対象とするプ

ログラミング教育はどのように実践されることが
望ましいか、言語としては何が適切か、メディア
としては何が適切か等の検討が残されている。
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